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はじめに

前回は、.NET Compact Framework1.0

上で動作するアプリケーション開発に

先立ち、開発環境の整備や、エミュレ

ータとPocket PC（以下「実機」）での

動作確認方法について説明しました。

また、TreeViewコントロールを使った

XMLファイルの表示プログラムを紹介

しました。

今回からは、いよいよ実践です。実

際にエンドユーザーに利用されている

アプリケーションの中から、メインの

処理を例に解説します。取り上げるア

プリケーションは、筆者が、愛媛大学

総合情報メディアセンター村田健史助

教授率いるプロジェクトにて開発中の

福祉ツール「RAINMAN Toolkit」です
［注1］。今回からはエミュレータでの動作

ではなく実機上での動作を前提に解説

を進めます。

画面遷移と
ファイル構成

PocketPCアプリケーションは、Web

アプリケーションやWindowsアプリケ

ーションに比べて、コンパクトなコー

ドで簡単に開発できると思われるかも

しれません。ところが、前回も触れた

ように、.NET Compact Frameworkでは、

.NET Frameworkがサポートするクラス

やメンバをすべて使えるわけではあり

ませんし、実機での処理速度の問題も

あります。実際に開発してみると、通

常のアプリケーションの何倍もの細か

い気遣いが必要だということに気付く

でしょう。

ですから、数個のフォームからなる

アプリケーションであっても、画面遷

移図をきちんと書いてから実装しなけ

ればなりません。今回からプログラム

の例として取り上げる「RAINMAN

Toolkit」の画面遷移は、図1の通りで

す。

図1のフォームのうち、今回は、画像

選択のプログラムから、画像の表示と

ページング処理（点線で囲まれた部分）
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★ ★ ★ ★ ★

・本稿で取り上げたソースコードおよびサン
プルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥NETARCH01ディレクト
リに収録しています。

¥RAINMAN
RAINMAN Toolkit
（Pocket PC用アプリケーション）

¥CARDSELECT
今回解説するサンプルのソースと画像

*）.NET Compact Framework 1.0 SP2再
頒布可能パッケージ（日本語版）およびActive
Sync 3.7.1は、付録CD-ROMの¥MobileDe
velopディレクトリに収録しています。

*）Pocket PCの最新バージョンは、Windows
Mobile 2003 software for Pocket PC日本
語版です。

*）今回のアプリケーションの動作確認に使った
Pocket PCは、「HP iPAQ Pocket PC」「CA
SIO G-Fort」「NEC PocketGear」の3種類で
す。

★ ★ ★

✓

✓

注1）「RAINMAN Toolkit」（フリーウェア）の画像
は、大森直也氏によるフリーアイコンです。詳細
はRainmanフォルダのreadMe.txtを参照してくだ
さい。
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について見てゆきます。

このプログラムでは、まず、あらかじめ用意した114枚の

シンボルの、画像ファイル名と画像のタイトル（キャプシ

ョン）を記載したXMLファイル（rainmanCard.xml）を読

み込み、一画面に6枚ずつ表示させています。

画面下に配置した［<<］（前）または［>>］（次）をタッ

プするか、ハードウェアボタンを押すことでページングで

き、前または次の6枚のシンボルが表示されます。そして、

ページングは巡回するようになっています。つまり、最終ペ

ージで［>>］をタップすると先頭ページが表示され、先頭

ページで［<<］をタップすると最終ページが表示されます。

今回は以上の処理について解説します。画像が選択され

たことを示すために、画像ファイル名とタイトルをメッセ

ージボックスで表示させています。

トップページ 待機メッセージ表示

効果音の設定

各種設定と実行
タイマー終了時の表示

画像選択

「タイマー」機能を選択する ページングしながら使用するシンボル画像を選択する
（図は、着替えを指示する「半袖シャツ」を選択したところ）

タイマーの時間、図形の色、形、点滅の有無を設定する
タイマーの設定時間が経過した場合は完了を知らせる

時間内達成時の表示

設定時間より早く達成できた場合はメッセージを表示する

設定した色や形のタイマーが時間を刻む

条件分岐

選択された画像情報を
記録した設定ファイル
rainmanInfo.xml

分、色、形、点滅の各種
選択値を記録した設定フ
ァイル
rainmanValueInfo.xml

選択対象となる画像フ
ァイル名やタイトルを
記載したファイル
rainmanCard.xml

メッセージ記録XML
omedeto.xml

図1：「RAINMAN Toolkit」の画面遷移とファイル構成




